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平
成
二
十
一
年
、工
業
統
計
調
査
を
十
二
月

三
十
一
日
現
在
で
行
い
ま
す
。

　

調
査
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、本
年
十
二
月
か
ら

来
年
一
月
に
か
け
て
調
査
員
が
お
伺
い
し
ま
す
。

　

な
お
、調
査
票
に
記
入
し
て
い
た
だ
い
た
内
容
に

つ
い
て
は
統
計
法
に
基
づ
き
秘
密
が
厳
守
さ
れ
ま

す
の
で
、正
確
な
ご
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
：
熊
本
県
統
計
調
査
課
商
工
班

☎
０
９
６
・
３
３
３
・
２
１
７
７

本
庁　

企
画
室　

企
画
係（
内
線
２
０
８
）

　
「
菊
池
川
温
泉
郷
」は
、熊
本
県
北
の
山
鹿
温
泉
、

玉
名
温
泉
、菊
池
温
泉
、植
木
温
泉
な
ど
菊
池
川
で

結
ば
れ
る
温
泉
郷
の
総
称
で
す
。心
な
ご
む
風
景

と
歴
史
あ
る
温
泉
の
郷
。こ
の
素
晴
ら
し
い
地
域
を

も
っ
と
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、キ
ャ
ッ

チ
コ
ピ
ー（
印
象
的
な
一
言
）を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格
：
ど
な
た
で
も

募
集
期
間

12
月
1
日（
火
）～
12
月
25
日（
金
）当
日
消
印
等
有
効

応
募
方
法

①
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー

②
郵
便
番
号

③
住
所

④
氏
名（
ふ
り
が
な
）

⑤
年
齢

⑥
職
業（
学
校
名
・
学
年
）

⑦
電
話
番
号
を
明
記
の
上
、左
記
の
方
法
で
応
募
し

て
く
だ
さ
い
。

副
賞
：
共
通
湯
め
ぐ
り
券「
熊
本
県
北
・
菊
池
川
温
泉
郷

　
　
　

  

夢
湯
紀
行
」（
採
用
５
点
・
平
成
22
年
３
月
発
行
）

ハ
ガ
キ
：
〒
８
６
１
‐
０
５
０
１

熊
本
県
山
鹿
市
山
鹿
１
７
８ 

菊
池
川
河
川
事
務
所

電
子
メ
ー
ル
：kiku

c
h

i@
q

sr.m
lit.g

o
.jp

問
い
合
わ
せ
先

菊
池
川
温
泉
郷
づ
く
り
協
議
会
事
務
局　

宮
崎
、吉
永

☎
０
９
６
８
・
７
２
・
５
３
１
３

国
・
流
域
市
町
で
つ
く
る
若
手
職
員
意
見
交
換
会

事
務
局　

見
河
、境　

☎
０
９
６
８
・
４
４
・
２
１
７
１

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp

://w
w

w
.q

sr.m
lit.g

o
.jp

/kiku
ti/

（
菊
池
川
河
川
事
務
所
）

　

く
ま
も
と
緑
・
景
観
協
働
機
構
で
は
、法
人
、住
民
団

体
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
が
行
う
緑
化
活
動
の
推
進
を

図
る
た
め
様
々
な
助
成
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

緑
化
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
助
成
事
業

募
集
期
限
：
１
月
29
日（
金
）

助
成
対
象

国
や
地
方
公
共
団
体
が
管
理
す
る
公
共
用
地
に
地

域
の
住
民
団
体
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
新
規
に
植
栽
し

管
理
す
る
事
業

対
象
経
費

苗
木
及
び
樹
木
の
購
入
費
用

支
柱
等
資
材
の
購
入
費
用

植
栽
の
維
持
管
理
に
必
要
な
用
具
の
購
入
費
用

助
成
限
度
額

助
成
対
象
経
費
の
総
額
の
２
分
の
１
以
内
で

30
万
円
を
上
限（
税
込
み
）

問
い
合
わ
せ
先

く
ま
も
と
緑
・
景
観
協
働
機
構
事
務
局

☎
０
９
６
・
３
３
３
・
２
５
２
４

　

平
成
18
年
６
月
に
法
律
が
施
行
さ
れ
、毎
年
12
月

10
日
～
16
日
ま
で
が「
北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発

週
間
」と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。政
府
認
定
拉
致
被
害

者
で
あ
る
本
県
出
身
の
松
木
薫
さ
ん
や
多
く
の
被

害
者
・
家
族
の
人
々
の
苦
し
み
は
今
も
続
い
て
い
ま

す
。本
県
で
は
、県
民
の
皆
様
に
こ
の
問
題
に
つ
い

て
の
関
心
と
認
識
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、同
週

間
を
中
心
に
写
真
パ
ネ
ル
展
や
講
演
会
な
ど
様
々

な
啓
発
事
業
を
行
う
予
定
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

熊
本
県
観
光
交
流
国
際
課
国
際
交
流
室

☎
０
９
６
・
３
３
３
・
２
１
５
７

製
造
事
業
所
の
皆
様
へ

統
計
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

菊
池
川
温
泉
郷
の

キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
を
募
集
し
ま
す
！

平
成
21
年
度
民
間
緑
化
活
動

支
援
事
業
募
集
中

平
成
21
年
度

「
北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発
週
間
」

に
つ
い
て

　
「
預
金
保
険
制
度
」は
、万
が
一
金
融
機
関
が
破
綻

し
た
場
合
に
、預
金
者
な
ど
の
保
護
や
資
金
決
裁
の

履
行
の
確
保
を
図
る
こ
と
に
よ
っ
て
、信
用
秩
序
を

維
持
す
る
事
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。「
預
金
保
険

制
度
」に
よ
り
、当
座
預
金
や
利
息
の
付
か
な
い
普

通
預
金
な
ど（
決
済
用
預
金
）は
、全
額
保
護
さ
れ
ま

す
。定
期
預
金
や
利
息
の
付
く
普
通
預
金
な
ど
は
、

預
金
者
一
人
当
た
り
、一
金
融
機
関
ご
と
に
合
算
さ

れ
、元
本
一
千
万
円
ま
で
と
そ
の
利
息
な
ど
が
保
護

さ
れ
ま
す
。そ
れ
を
超
え
る
部
分
は
、破
た
ん
し
た

金
融
機
関
の
残
余
財
産
の
状
況
に
応
じ
て
支
払
わ

れ
る
た
め
、一
部
支
払
わ
れ
な
い
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。「
預
金
保
険
制
度
」に
加
入
し
て
い
る
金
融
機

関
は
、銀
行（
日
本
国
内
に
本
店
の
あ
る
も
の
、ゆ
う

ち
ょ
銀
行
含
む
）、信
用
金
庫
、信
金
中
央
金
庫
、信

用
組
合
、全
国
信
用
協
同
組
合
連
合
会
、労
働
金
庫
、

労
働
金
庫
連
合
会
、商
工
組
合
中
央
金
庫
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

預
金
保
険
機
構

☎
０
３
・
３
２
１
２
・
６
０
２
９

　

放
送
大
学
で
は
平
成
二
十
二
年
度
第
一
学
期（
四

月
入
学
）の
学
生
を
募
集
中
で
す
。放
送
大
学
は
テ

レ
ビ
等
の
放
送
を
利
用
し
て
授
業
を
行
う
通
信
制

の
大
学
で
す
。心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文
学
・

自
然
科
学
な
ど
、幅
広
い
分
野
を
学
べ
ま
す
。

　

働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を
卒
業
し
た
い
、学
ぶ

を
楽
し
み
た
い
な
ど
、様
々
な
目
的
で
幅
広
い
世

代
、職
業
の
人
が
学
ん
で
い
ま
す
。

出
願
期
間

平
成
二
十
二
年
二
月
二
十
八
日
ま
で
。資
料
を
無
料

で
差
し
上
げ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

預
金
保
険
制
度
に
つ
い
て

ご
存
知
で
す
か
？

放
送
大
学

四
月
生
募
集
の
お
知
ら
せ
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　2011年7月に現在視聴しているアナログ放送が終了し、地上デ

ジタル放送へと完全移行します。この地上デジタル放送を視聴する

ためには、地上デジタル放送対応のテレビ又はチューナーなどが必

要となります。また、アンテナ工事も必要となる場合があります。

　総務省 熊本県テレビ受信者支援センター(愛称：デジサポ熊本)

では、今年度、特に高齢者・障がい者などを対象として地上デジタ

ル放送についての正しい知識と情報を得ていただくために、熊本県

下で「地デジに関する説明会・相談会・戸別訪問」を進めています。

　高齢者の中には、地デジへの対応方法などが分からないという人

も多い事から、デジサポ熊本で行う戸別訪問と併行して、熊本県電

機商工組合加盟の電器店（地デジサポーター）のご協力により、地

デジの準備について、親切なアドバイスを無料にて行います。

　現在、地デジ完全移行に便乗して、架空の工事料金や加入負担

金を請求するといった詐欺が発生していることから、悪質な訪問販

売などと混同されないように、地デジサポーターのご訪問時にはユ

ニフォーム、腕章、IDカードを着用し訪問いたします。

地デジサポーターによる戸別訪問のご案内

地デジサポーターユニフォーム他

問い合わせ先：総務省 熊本県テレビ受信者支援センター ☎096・325・6255　  
　  受付時間 平日／9：00～18：00（土・日・祝日は除く）

　　 地デジサポーター事務局 ☎0570・050・560　　　　
      受付時間 平日／10：00～18：00（土・日・祝日は除く）

放
送
大
学
熊
本
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
６
・
３
４
１
・
０
８
６
０

　

熊
本
県
最
低
賃
金
が
10
月
18
日
か
ら
改
正
に
な
り
ま

し
た
。

　

新
し
い
最
低
賃
金
は
、時
間
額
６
３
０
円
で
す
。

　

こ
の
最
低
賃
金
は
、県
内
す
べ
て
の
労
働
者（
臨
時
・

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
、ア
ル
バ
イ
ト
等
を
含
み
ま

す
。）に
適
用
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、派
遣
労
働
者
に
つ
い
て
は
、派
遣
先
の
事
業
場

に
適
用
さ
れ
て
い
る
最
低
賃
金
が
適
用
に
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

熊
本
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

☎
０
９
６
・
３
５
５
・
３
２
０
２

　

弁
護
士
が
無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

と　

き　

平
成
21
年
12
月
15
日（
火
）

と
こ
ろ　

く
ま
も
と
県
民
交
流
館
パ
レ
ア　

受
付
定
員　

先
着
24
人

受
付
期
間

平
成
21
年
12
月
7
日（
月
）～
9
日（
水
）

☎
０
１
２
０
・
６
６
６
・
２
１
５（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

問
い
合
わ
せ
先

く
ま
も
と
県
民
交
流
館
パ
レ
ア

☎
０
９
６
・
３
５
５
・
４
３
０
０

　

12
月
12
日（
土
）と
13
日（
日
）に
、熊
本
市
内
の
く

「
必
ず
チ
ェ
ッ
ク  

最
低
賃
金
！

 

使
用
者
も
労
働
者
も
」

多
重
債
務
の

返
済
で
お
困
り
の
人
へ

ま
も
と
県
民
交
流
館
パ
レ
ア
で「
つ
な
げ
よ
う
仲
間 

広
げ
よ
う
未
来
」を
テ
ー
マ
に
パ
レ
ア
フ
ェ
ス
タ

２
０
０
９
を
開
催
し
ま
す
。内
容
は
、環
境
・
健
康
・

国
際
理
解
・
男
女
共
同
参
画
・
生
涯
学
習
等
の
様
々

な
分
野
に
お
い
て
社
会
貢
献
活
動
等
を
さ
れ
て
い

る
35
団
体
に
よ
る
、ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
・
講
演
会
・
体

験
学
習
な
ど
、楽
し
く
て
役
に
立
つ
も
の
ば
か
り
で

す
。ぜ
ひ
、お
気
軽
に
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、パ
レ

ア
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

熊
本
県
く
ま
も
と
県
民
交
流
館
パ
レ
ア

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
６
・
３
５
５
・
４
３
１
２

パ
レ
ア
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
９
の

お
知
ら
せ

◆ と　き
　 平成21年12月23日（水・祝） 午後2時から開演
◆ チケット
　 大人 千円 高校生以下 五百円（当日二百円増）
　 ☆好評発売中
◆ ゲスト
　 荒尾第一中学吹奏楽部
　カウント・フォーと一緒に素敵な演奏を披露します。

ビッグバンドカウント・フォー
JAZZ（クリスマスコンサート）

◆ と　き
　 平成22年1月11日（月・祝） 午後2時から開演
◆ チケット
　 S席 三千五百円 A席 三千円 自由席 二千円
　 （当日はいずれも五百円増）
◆ 問い合わせ先
　 荒尾総合文化センター　☎0968・66・4111

錦織　健
テノールリサイタル

　22年の4月から海陽中学校として出発します。

荒尾一中＆荒尾二中
合併メモリアル腕章

IDカード

ユニフォーム
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